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研究成果の概要（和文）：早稲田大学における「学術的文章作成」授業（主に初年次生対象、領

域横断内容、e ラーニング、大学院生が個別フィードバックする、全 8 回 1 単位）の成果調査

を行った。三観点五段階の学術的文章評価ルーブリックを開発し、授業を全回視聴し課題をす

べて提出した履修者 707 人の、初回提出文章と最終回提出文章を評価し差を調査したところ、

文章作成力が有意に伸びていることがわかった。また、付与されたコメントを分類するための

コードも開発し、コメントを分類した。文章作成力を伸ばした履修者とあまり伸びなかった履

修者との間で、付与されたコメントの種類に有意差を認めることはできなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to assess the outcome of an academic
writing course held at Waseda University. This eight week 1 unit e-learning course was
designed in order to introduce academic writing to mainly freshmen students across the
decipline. One-by-one feedback by trained graduate students was given to students
throughout the course. By using a rubric we developed to evaluate the students’ writing,
707 students who audited the video every week and submitted all the papers significantly
developed their writing ablities. The comments given by the graduate students were
corded to see the correlation between the students’ progess as well. No significant
correlation was found.
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１．研究開始当初の背景

（1）個別指導を行う基盤教育

早稲田大学では、全学初年次生を対象とした
基盤教育三科目科目の設置が進められてい
た。口語英語、数学論理、学術的文章作成で
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ある。この中で、学術的文章作成の授業は、
2010 年より開始された、8週間 1単位の分野
横断型の科目である。多くの学生に同一内容
を提供するためにフル・オンデマンド形式で
開講された。しかし、文章課題については個
別指導を行うこととした。すなわち、専門的
な訓練を受けた大学院生が毎週出される文
章課題に、個別にコメントと評価点を付けて
返送する。

（2）大学院生が指導に携わる体制
指導に携わる大学院生を大学院授業で育

成する仕組みを整えた。大学院生は、全学の
研究科から募集し、対面 15 週間の授業で文
章技法を学ばせた。そして優秀な成績を修め
た大学院生に指導員となる資格を与えた。
指導についた大学院生たちには階層的な

ミーティングに参加させ、指導の質を保つ仕
組みを整えた。すなわち、教員によって選出
されたベテラン指導員が、8 人～10 人の指導
員からなるグループを担当し、評価に関する
ミーティングを週 1回行なう。さらに、ベテ
ラン指導員たちが授業担当教員と週 1回のミ
ーティングで会い、指導員たちの様子を伝え
る。これら二つのミーティングを 8 週に亘っ
て交互に行なう。これによって、「教員－ベ
テラン指導員－指導員－履修者」相互で、情
報が円滑に交換された。

２．研究の目的

この 2008 年度より開講された学術的文章
作成授業の成果を明らかにすることが目的
であった。次の点を調査した。(1)履修者の
文章作成力は伸びたか。(2)（1）は学年で異
なるか。(3)履修者の文章作成力の伸びは、
文章作成の好き嫌い、文章作成の得意苦手、
と関連があるか。(4)指導者によるコメント
をどのように分類することができるか。(5)
履修者記述のコメントはどのような内容か。
（6）指導者によるコメントの種類と履修者
文章作成力の伸びにはどのような関連があ
るか。

３．研究の方法

（1）分析対象者
2009 年度秋学期、2010 年度春学期、2010

年度秋学期の全履修者のうち、全 8回とも授
業を視聴し、全課題文章を提出した者の初回
課題文章と最終回課題文章、計 1414 編を第
三者評価者により評価した。2009 年度秋学期
履修者に対しては、途中回の課題文章も評価
した。

（2）履修者の属性
また、授業前後に履修者に対してアンケー

ト調査を行い、文章作成が好きか嫌いか、得
意か苦手かという属性を調査した。コメント
の分類は、2009 年度秋学期履修者の文章に対
して行なった。

（3）文章評価
文章の評価は、米国の評価方法を大学日本

語学術的文章用に修正し、〔緻密さ〕〔構成〕
〔内容〕の 3 観点 6 段階ルーブリックで行な
った。練習を積んだ評価者がペアを組み、各
人が評価点を付けたあと、二人でつき合わせ
て、点数が 2 点以上開いた場合には話し合い
で点数を寄せるという方法をとった。

（4）コメントの分類
付与されたコメントの分類は、予めコード

を特定し、訓練を受けた作業者がコーディン
グするという方法で行なった。コーディング
も、同様にペアを組んでコードが異なった場
合は話し合うという方法をとった。

４．研究成果

（1）文章作成力の伸び
調査対象履修者全員（全 8回の授業を履修

しすべての文章課題を提出した人）が文章作
成力を有意に伸ばしていることが明らかと
なった。〔緻密さ〕〔構成〕〔内容〕のすべて
の観点で有意差が見られた。フル・オンデマ
ンド形式で、訓練された大学院生がフィード
バックする授業が、履修生の文章作成力を向
上させることができると分かった。
どの学年も同様に評価点が高くなってい

た。レポートや論文を多く書いてきた上級学
年の履修者も同様に文章作成力を伸ばした
という結果は、本大学において、文章作成指
導が十分に行なわれてこなかったことを示
唆していると言える。

（2）文章作成力の伸びと属性との関連
授業前後における好き嫌いでは、好きと回

答した人が有意に増加していた。得意度も有
意に上がっていた。

（3）指導者によるコメントの分類
指導者によるコメントを分類する基準を

開発した。①言及授業回、②技能に対する指
導の詳しさ、③肯定する評価か問題指摘の評
価か、④欄外記述に対する返答有無、⑤内容
に対する言及の有無。履修者によるコメント
を分類する基準も開発した。

（4）文章作成力の伸びとコメントとの関連
文章作成力が伸びた履修者群とあまり伸

びなかった履修者群との間で、付与されたコ
メントの種類での有意な差は見られなかっ
た。
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